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　倍E哩葱拉1j

盲
器
計
画
賎
1
m
m
向
け
英
知
を
結
集

　

十
年
以
上
に
わ
た
り
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
る
亀

山
周
辺
整
備
。
今
回
は
、
そ
の
基
本
計
画
の
取
り
ま

と
め
に
向
け
六
月
十
六
日
か
ら
始
ま
つ
た
、
推
進
会

議
と
懇
話
会
の
内
容
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

市
全
体
の
活
性
化
に
向
け

　

織
田
信
長
の
武
将
「
金
森
長
近
」

に
よ
り
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）

か
ら
建
設
が
始
め
ら
れ
た
越
前
大

野
城
と
そ
の
城
下
町
。
そ
こ
は
、

古
く
か
ら
大
野
の
中
心
と
し
て
栄

え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
歴
史
あ
る
城
下
町

も
、
近
年
、
空
き
家
や
空
き
地
が

増
加
し
、
空
洞
化
が
進
ん
で
い
る

状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
こ
の
よ
う
な
現
状
か

ら
、
市
街
地
に
残
さ
れ
た
貴
重
な

公
共
用
地
で
あ
る
大
野
高
校
跡
地

な
ど
を
、
歴
史
・
文
化
・
自
然
を

生
か
し
た
整
備
を
行
う
こ
と
で
、

亀
山
周
辺
の
魅
力
を
取
り
戻
し
、

市
街
地
は
も
と
よ
り
当
市
全
体
の

活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
亀
山
周

辺
整
備
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

計
画
は
基
本
構
想
を
基
に

　

亀
山
周
辺
整
備
の
基
本
計
画

は
、
平
成
十
二
年
七
月
に
公
表
し

た
基
本
構
想
を
基
に
取
り
ま
と
め

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
構
想
は
、

平
成
七
年
十
二
月
か
ら
平
成
十
年

十
月
に
か
け
て
論
議
し
策
定
さ
れ

た
「
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の

内
容
を
土
台
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
と
は
、

・
大
野
高
校
跡
地
を
ま
ち
づ
く
り

　

の
拠
点
と
し
て
有
効
に
活
用

…
西
部
ア
ク
セ
ス
道
路
を
六
間
通

　

り
と
結
ぶ

・
有
終
西
小
学
校
の
建
て
替
え
は

　

現
在
地
の
な
る
べ
く
近
く
で

と
い
う
も
の
で
す
。
そ
し
て
こ
れ

ら
の
内
容
を
踏
ま
え
た
基
本
構
想

の
中
心
と
な
る
考
え
方
が
、

・
大
野
高
校
跡
地
に
有
終
西
小
学

　

校
を
移
転
し
、
市
民
が
学
び
高

　

め
あ
う
教
育
…
文
化
の
拠
点
を

　

整
備
（
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）

・
有
終
西
小
学
校
の
移
転
後
、
外

　

来
者
と
市
民
を
結
ぶ
玄
関
口
と

　

な
る
「
も
て
な
し
の
場
」
を
整

　

備
（
シ
テ
ィ
ー
ゲ
ー
ト
）

と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
整
備
に
よ
り
、
都
市

と
し
て
の
基
本
的
な
魅
力
を
高
め
、



空
洞
化
が
進
む
市
街
地
を
活
性
化

さ
せ
よ
う
と
い
う
の
が
亀
山
周
辺

整
備
の
基
本
構
想
で
す
。

当
市
の
特
徴
を
背
景
に

　

基
本
構
想
で
は
、
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
や
シ
テ
ィ
ゲ
ー
ト
に
設
け

る
中
庭
や
広
場
に
、
取
り
囲
む
構

造
を
持
つ
回
廊
の
提
案
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
回
廊
の
発
想
は
、
山
々
に

囲
ま
れ
た
盆
地
と
い
う
地
形
に
加

え
、
寺
・
川
・
町
割
り
な
ど
、
二

重
二
二
重
に
囲
ま
れ
る
よ
う
な
構

造
で
当
市
が
守
ら
れ
て
き
た
と
い

う
地
形
的
・
歴
史
的
背
景
が
、
住

ん
で
い
る
人
々
に
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
安
心
感
を
与
え
、
穏
や

か
な
気
性
を
育
て
て
き
た
と
い
う

特
徴
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

四
百
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
短

冊
状
の
ま
ち
な
み
に
、
地
形
的
・

歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
た
拠
点
を

付
け
加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
い
っ

そ
う
大
野
ら
し
い
ま
ち
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

基
本
計
画
の
た
た
き
台

　

市
で
は
、
基
本
計
画
の
取
り
ま

と
め
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
基
本

的
な
考
え
方
を
ま
と
め
た
「
た
た

き
台
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

市がまとめた亀山周辺整備基ホ計画のたたき台

大野高校跡地

市民が学び、高めあう教育・文化拠点

「シビックセンター」

・市民のための高度な文化・教育サービスの拠点

・地域の風がいきかう学校

・市街地として魅力の創出

有終西小学校移転後

外来者と市民を結ぶ玄関□⇒もてなしの場

「シティゲート」

・西部アクセスからの外来者を

　

ゆるやかに受け止める交流・観光拠点

・伝承・交流・接客の場

・商工業振興・情報の発信拠点

シ
ビ
ツ
ク
セ
ン
タ
ー

　

大
野
高
校
の
跡
地
に
は
、
有
終

西
小
学
校
と
、
市
民
全
体
が
利
用

可
能
な
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
大

野
公
民
館
の
機
能
を
備
え
た
施
設

を
複
合
的
に
つ
く
り
ま
す
。

　

学
校
は
普
通
・
特
別
教
室
な
ど

が
一
体
的
な
空
間
と
な
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
個
性
を
は
ぐ
く
む
、

楽
し
く
通
い
た
く
な
る
場
所
を
目

指
し
ま
す
。
特
別
教
室
な
ど
は
地

域
に
開
放
す
る
こ
と
を
前
提
と

し
、
学
校
が
使
っ
て
い
な
い
時
間

帯
に
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動
の
場

と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
が
使
え
る
も
の
と

し
ま
す
。

　

地
域
に
開
放
す
る
こ
と
に
よ
り

心
配
さ
れ
る
子
ど
も
の
安
全
は
最

優
先
事
項
と
考
え
、
地
域
の
見
守

り
の
目
を
は
ぐ
く
む
と
同
時
に
、

最
適
な
管
理
運
営
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

　

こ
の
複
合
施
設
は
、
市
民
が
城

下
町
の
歴
史
と
文
化
を
背
景
に

「
集
い
・
遊
び
・
学
び
あ
う
」
拠

点
で
あ
り
、
市
全
体
の
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
持
つ
「
学
び

の
里
」
を
目
指
す
も
の
で
す
。

シ
テ
ィ
ゲ
ー
ト

　

有
終
西
小
学
校
跡
地
に
は
、
西

部
ア
ク
セ
ス
道
か
ら
流
入
す
る
交

通
を
柔
ら
か
く
受
け
止
め
歩
行
者

を
守
る
機
能
と
、
外
来
者
に
対
し

て
、
分
か
り
や
す
い
ア
ク
セ
ス
と

心
か
ら
の
「
も
て
な
し
」
を
感
じ

て
も
ら
え
る
場
を
提
供
す
る
施
設

を
つ
く
り
ま
す
。
こ
の
施
設
は
、

対
外
的
な
玄
関
□
と
し
て
、
人
々

を
招
き
入
れ
る
交
流
拠
点
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
施
設
は
、
そ
の

性
格
の
違
い
か
ら
、
お
互
い
に
依

存
し
、
補
い
合
う
関
係
に
あ
る
も

の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
亀
山

周
辺
に
、
さ
ら
に
価
値
あ
る
魅
力

的
な
場
所
を
生
み
出
そ
う
と
い
う

の
が
た
た
き
台
の
考
え
方
で
す
。



向け活発な意見 ・亀山のふもと｛さo当た（・）が賑い、

　

学校をたこる場所としこ

　

ふさわし（ちひのご（在

●丈野高校跡地C

　

5校をつ（る（5）ごあれ（ま、

　

市民∂yhSが納耀ごきるものも

●丈んも孚むもも同じ設備を剥用寄る

　

のくさ咎理があるのごはらりブ）｀

・「これら学校なら行きたひ」

　

というものを

●5校が老朽化してひるのご

　

9（立こiしこ欲しい

・孚むもたち（J）守全（a

　

漣～ごきるのか

シビックセンターなどについて

●特別教室と孚むもたちの

　

校舎（a一つCしこ欲しい

・公民館（a

　

むう布るのプ）｀

・校舎（在木必C

　

しこ欲しひ
●住民だれもが

　

嘔々るものも

．せgCり喧ごきるぷうな帰校Cしたひ●雪への対策（a

　

考々られこいるのが

・たたき台が先行しこ

　

意Qを出しC（い

●こ5聊堀（外堀）の燈吸（さ良い？イデ？

●ボラΣ子イ？むΣターを併設しこ

　

高齢老と孚むもたちが触れ合々る場所C

・り包とふれあ々る場所もつ（つこ

●孚むもCI3；＊（図書室）ぶC）も

　

つご．ピコータも発実させた方がひいのご（a

・々ラりΣドの固C）も色尤と9い切C）

　

スポーいノガごきぢいのご（a9

推
進
会
議
と
懇
話
会

　

亀
山
周
辺
整
備
の
基
本
計
画
策

定
は
、
市
民
参
加
に
よ
る
推
進
会

議
と
懇
話
会
の
二
つ
の
会
を
中
心

に
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

推
進
会
議
は
、
地
域
や
商
店
街

の
代
表
、
学
校
関
係
者
や
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
代
表
、
そ
れ
に

公
募
の
委
員
を
含
め
四
十
人
で
構

成
。
具
体
的
な
議
論
を
活
発
に
行

い
、
そ
の
結
果
を
懇
話
会
と
市
に

報
告
し
ま
す
。

　

懇
話
会
は
学
識
経
験
者
や
各
種

団
体
の
代
表
者
な
ど
十
五
人
で
構

成
。
推
進
会
議
か
ら
報
告
さ
れ
た

内
容
に
対
し
て
さ
ら
に
検
討
を
加

え
、
市
に
報
告
し
ま
す
。

た
た
き
台
に
自
由
な
意
見

　

第
一
回
目
は
、
推
進
会
議
と
懇

話
会
が
合
同
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
亀
山
周
辺
整
備
の
意
義

の
確
認
と
会
議
の
進
め
方
を
協

議
。
続
い
て
基
本
構
想
の
確
認
や

市
が
ま
と
め
た
亀
山
周
辺
整
備
基

本
計
画
の
た
た
き
台
の
提
案
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
回
目
以
降
は
推
進
会
議
を

中
心
に
、
市
が
示
し
た
「
た
た
き

台
」
に
つ
い
て
、
自
由
に
意
見
を

述
べ
る
形
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

少
人
数
に
分
か
れ
活
発
に

　

推
進
会
議
で
は
、
少
人
数
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
を
出
し

合
う
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
い

う
手
法
で
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
第
二
・
三
回
目
の
推

進
会
議
で
は
、
市
の
示
し
た
基
本

計
画
の
た
た
き
台
に
つ
い
て
思
い

つ
い
た
意
見
を
ど
ん
ど
ん
出
し
合

う
方
法
が
取
ら
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
内
で
出
さ
れ
た
意
見

は
、
代
表
者
が
ま
と
め
て
発
表
し
、

そ
の
内
容
に
対
し
て
、
さ
ら
に
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
「
ま
ち
づ
く
り

か
わ
ら
版
（
チ
ラ
シ
）
」
を
作
成

し
関
係
者
に
配
る
ほ
か
、
公
民
館

や
図
書
館
な
ど
で
配
布
。
ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。



よりよい整備へ
●？り‘むス15路のこ）－ス（雀焼定しこひるの

●市衝地活性化C

　

本当に役立つのが

●Ξ．ビいノりむΣターガ完成しこブ）｀ら

　

珊々こも良いのご（さ

・？りむスさ5路（a

　

本当に実唄布るのプ）｀

●新堀窯唸用地漣～が患難でくさぢひ力｀

．？りむスま5路が即iしこブ）｀ら

　

再度議論しこもぷひのご唸

●15の即も誘致しこ（a

●観光宕ぢむ丈ん数C

　

対応ごきるトイしを

シティゲートや西部アクセス道などについて

●洋風ご｛aち（和風の

　

丈野らしひ施設を

●観光宕対象ぷC）市民対象の施設C

　

市民が集まれる場C寄べき

・若巻が集まる場所Cしたい

・西校の体斟館を残しこ

　

集会場ぢむCごきぢひ力｀

●○季折々C花や腐が

　

楽しめる吸右を

●建物だ叶ごぢ（料理なむ

　

りつト面ごの宛実を！

．φ／じ市衝地Cんを集めたひ。

　

「こ2が丈野」という李を持たせたものCしたひ

・六辱－と）をE．Σボ／CO－ド化

　

叶やきの木をさ5路のφ央C

第
四
回
か
ら
具
体
的
に

　

八
月
I
二
日
に
行
わ
れ
た
四
回
目

の
推
進
会
議
で
は
、
亀
山
周
辺
の

模
型
を
用
い
て
配
置
を
イ
メ
ー
ジ

し
な
が
ら
「
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
i

は
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
っ
た

施
設
に
し
た
い
か
」
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
出
さ
れ
た
内
容
の
I

部
を
紹
介
し
ま
す
。

・
多
世
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　

ン
の
場
所
と
し
た
い

・
市
街
地
に
温
水
プ
ー
ル
を

・
施
設
は
午
後
十
－
時
ぐ
ら
い
ま

　

で
使
え
た
ほ
う
が
良
い

・
体
育
館
は
普
通
教
室
の
近
く
に

　

つ
く
っ
た
ほ
う
が
良
い

・
管
理
棟
は
児
童
の
安
全
に
目
を

　

行
き
届
か
せ
や
す
い
位
置
に

・
老
人
セ
ン
タ
ー
な
ど
福
祉
の
機

　

能
を
持
っ
た
も
の
に
し
て
は

△
－
～
－
－
－
百
人
ぐ
ら
い
の
音
楽
ホ

　

ー
ル
が
欲
し
い

・
障
害
を
持
つ
人
も
使
い
や
す
い

　

構
造
の
施
設
を

　

こ
れ
ら
の
内
容
以
外
に
も
、
雪

に
対
す
る
対
策
や
、
普
通
教
室
の

数
に
つ
い
て
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

基
本
計
画
の
策
定
に
向
け

　

推
進
会
議
と
懇
話
会
で
は
、
十

一
月
の
意
見
集
約
を
目
標
に
会
議

を
進
め
ま
す
。
基
本
計
画
の
中
心

と
な
る

・
ど
の
よ
う
な
施
設
が
必
要
か

・
ど
こ
に
何
の
施
設
を
つ
く
る
か

・
施
設
の
規
模
は
ど
の
ぐ
ら
い
か

な
ど
を
取
り
ま
と
め
、
市
に
報
告

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ら
の
報
告
を
受
け

て
、
平
成
十
三
年
度
中
に
基
本
計

画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
会
議
は
す
べ
て
傍
聴

可
能
で
す
。
ま
た
会
場
に
は
、
一

般
の
参
加
者
が
意
見
を
1
く
こ
と

の
出
来
る
掲
示
板
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
関
心
の
あ
る
人
は
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
総
合
政

　

策
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

4
3
3
）



1
0
月
1
4
日
⑧
発
車
オ
ー
・
7
f
l
・

市
政
バ
ス
の
参
加
者
募
集

　

市
や
県
が
大
野
市
内
に
整
備
し

た
公
共
施
設
な
ど
を
、
皆
さ
ん
に

広
く
知
っ
て
も
ら
う
「
市
政
バ
ス
」

を
運
行
し
ま
す
。

　

コ
ー
ス
の
途
中
で
は
、
市
長
か

ら
の
市
政
に
関
す
る
話
な
ど
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
1
0
月
1
4
り
⑩
午
前
8
時
5
0

　

分
市
役
所
前
集
合

コ
ー
ス
浄
化
セ
ン
タ
ー
・
奥
越

　

地
域
防
災
基
地
・
ス
タ
ー
ラ
ン

　

ド
さ
か
だ
に
・
本
願
清
水
イ
ト

　

ヨ
の
里
・
平
成
大
野
屋
・
武
家

　

屋
敷
旧
内
山
家
な
ど
を
予
定

対
象
団
体
行
動
に
支
障
の
無
い

　

市
民
（
小
学
4
年
生
以
上
）

定
員
先
着
8
0
人

参
加
費
8
0
0
円
（
昼
食
代
・

　

当
日
持
参
）

応
募
方
法
は
が
き
ま
た
は
、
電

　

子
メ
i
ル
に
て

は
が
き
の
場
合

　

表
に
「
市
政
バ
ス
参
加
希
望
」

　

と
記
入
。
裏
面
に
参
加
者
全
員

　

の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

　

番
号
を
明
記
し
応
募
（
1
枚
に

　

て
複
数
人
の
申
し
込
み
可
）

電
子
メ
ー
ル
の
場
合

　

は
が
き
裏
面
と
同
じ
内
容
を
電

　

子
メ
ー
ル
で
応
募

申
込
締
切
日
9
月
2
8
ほ
㈲

そ
の
他
参
加
決
定
者
に
は
別
途

　

通
知
し
ま
す
。
雨
天
決
行

申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

　

（
〒
9
1
2
－
Q
‥
）
（
b
（
b
（
h
‥
）
大
野

　

市
天
神
町
1
－
1
豊
6
6
・
1
‐
1

　

1
1
内
線
4
4
1
‐
）

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

旨
ヨ
咎
一
万
〇
〇
の
尽
・
〇
⊃
〇
・
I
万
⊂
蓉

公共施設を
則こ行こう

昨年の浄化センター見学の様子

第
1
9
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
票
率
（
選
挙
区
）
は
6
0
●
3
7
％

　

第
十
九
回
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
の
投
票
が
七
月
二
十
九
日
に
行

わ
れ
、
選
挙
区
で
松
村
龍
二
氏
が

再
選
。

　

比
例
代
表
で
は
、
候
補
者
名
の

記
入
が
可
能
と
な
っ
だ
非
拘
束
名

簿
式
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
市
の
投
票
率
は
、
選
挙
区
が

六
〇
・
三
七
％
、
比
例
代
表
が
六

〇
・
－
二
六
％
で
、
選
挙
区
の
投
票

率
は
、
前
回
の
平
成
十
年
七
月
と

比
ぺ
十
一
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。

選挙区の候補者別得票数

当日の有権者数

　

男14，949

　

女16，746

　

計31，695

投票者数と投票率

　

男9，134（61．1096）

　

女10，000（59．ワ2％）

　

計19，134（60．3796）

　

有効投票18，409

　

無効投票725

候補者別の得票数（）内大野市分

○松村龍二239，560（12，500）

　

小沢喜久子103，373（4，314）

　

宇野邦弘2ワ，480（1，117）

　

山口透10，052（478）

比例代表の政党別得票数
県（大野市分）

自由民主党186，068（9，709）

民主党62，638（2，908）

公明党40，407（1，564）

自由党25，350（1，204）

日本共産党17，200（738）

社会民主党14，471（535）

保守党8，878（378）

新党・自由と希望n1QQ（243）

自由連合6，122（265）

第二院クラブ4，090（145）

女性党2．441（97）

新社会党944（46）

無所属の会628（25）

維新政党・新風439（13）

有効投票376，881（17，875）

無効投票20，034（1，259）

投票総数396，915（19，134）

※あん分票のため有効投票の合計は一致しません
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第53回県民体育大会終了’］

　

七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
第

五
十
－
二
回
県
民
体
育
大
会
夏
季
大

会
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
市
か
ら
は
、
四
百
十
八
人
の

選
手
が
二
十
六
種
目
の
競
技
に
出

場
。
冬
季
大
会
を
含
め
た
総
合
成

績
で
第
六
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
市
の
主
な
成
績
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

【
団
体
男
子
】

▼
優
勝
サ
ッ
カ
ー
、
軟
式
野
球

▼
2
位
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
、
弓
道
、
ラ
イ
フ

ル
射
撃
▼
3
位
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
空
手
道
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

【
団
体
女
子
】

▼
優
勝
綱
引
き
▼
2
位
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
▼
3
位
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
弓
道

体
力
年
齢
テ
ス
ト

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

　

あ
な
た
の
体
力
年
齢
を
調
べ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
1
0
月
1
8
巨
困
午
後
ワ
時
～

場
所
市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

テ
ス
ト
項
目
握
力
、
立
ち
幅
跳

　

び
な
ど

対
象
3
J
歳
～
6
4
歳
ま
で
の
人

定
員
6
0
人

参
加
費
無
料

申
込
締
切
日
9
月
2
8
日
蚤

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
容

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
2
）

テ
ニ
ス
の
日
記
念
行
事

大
野
市
テ
ニ
ス
協
会

　

9
月
2
3
日
の
テ
ー
－
ス
の
日
に
、

明
治
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
無

料
開
放
し
ま
す
0
た
く
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
9
月
2
3
り
⑩
午
前
8
時
3
0

　

分
～
午
後
5
時

場
所
明
治
公
園

対
象
テ
ー
－
ス
愛
好
者

参
加
料
無
料

問
い
合
わ
せ
先
大
野
市
テ
ニ
ス

　

協
会
事
務
局
石
神
正
啓
さ
ん

（
豊
6
5
・
4
3
7
8
）

h
t
t
p
：
／
／
w
w
w
6

．
o
c
⊃
・
⊃
の
旨
≒

o
コ
o
弓
箭

荒
島
岳
登
山

大
野
親
岳
会

日
時
1
0
月
2
1
日
午
前
7
時
～

集
合
場
所
カ
ド
ハ
ラ
ス
牛
l
場

登
山
コ
ー
ス
勝
原
コ
ー
ス
往
復

　
　

（
カ
ド
ハ
ラ
ス
半
－
場
～
シ
ヤ

　

ク
ナ
ゲ
平
～
荒
島
岳
山
頂
）

対
象
7
0
歳
以
下
の
健
康
な
人

　

（
小
学
生
は
父
兄
同
伴
の
み
可
）

参
加
費
5
0
0
円
（
保
険
・
資

　

料
代
）

申
込
締
切
日

1 0
月
ロ
m
R

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
親
岳
会
松
田
栄
彦
さ
ん

　
　

（
豊
6
6
・
3
7
4
0
）

　

h
t
t
p
：
／
／
i
s
w
匹
2
5

． i
n
f
o
s
e
0
k

．

　

O
O
j
p
／
s
p
o
「
a
へ
O
匪
⊃
9
芙
⊂
へ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

四
季
の
会

日
程
1
0
月
3
日
困

場
所
フ
ク
ィ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
プ

参
加
料
4
0
0
0
円
（
－
部
を

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に
寄
付
）

申
込
締
切
日
9
月
3
万
巨
困

申
し
込
み
方
法
参
加
料
を
添
え

　

て
申
し
込
み
先
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
ギ

　

ン
レ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
プ
福
田

　

潔
人
さ
ん
（
容
6
5
・
7
8
9
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐
‐
‐
・
‐
・
皿
‘
l

●
―
・1

0
月
か
ら
納
付
額
が
変
わ
り
ま
す

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
こ
れ
ま

で
国
の
特
別
対
策
と
し
て
6
5
歳
以

上
の
人
の
保
険
料
額
が
軽
減
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
1
3
年
1
0
月

か
ら
、
本
来
の
保
険
料
額
を
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
左
表
参
照
）

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
金
融

機
関
な
ど
へ
直
接
納
め
る
普
通
徴

収
と
、
年
金
か
ら
差
し
引
く
特
別

徴
収
の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
対
象
は
、
老
齢
（
退

職
）
年
金
を
年
額
十
八
万
円
以
上

支
給
さ
れ
て
い
る
人
で
、
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
の
人
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

金
融
機
関
な
ど
へ
直
接
納
め
る
人

・
年
金
支
給
額
が
年
額
十
八
万
円

　

未
満
の
人

・
平
成
十
三
年
四
月
二
日
以
降
に

　

満
六
十
五
歳
に
な
っ
た
人
や
平

　

成
十
－
I
－
年
四
月
一
日
以
降
に
、

　

他
市
町
村
か
ら
当
市
に
転
入
し

　

て
き
た
人

・
特
別
な
事
情
で
年
金
か
ら
差
し

　

引
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

　

介
護
保
険
は
介
護
が
必
要
な
人

を
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
で
す
。

保
険
料
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
高
齢
福

　

祉
課
介
護
保
険
係
（
豊
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
7
7
）

段階別介護保険料一覧

　

納めていただく保険料は、所得や市民税の

課税状況によって異なります。

対象者 月額保険料

第1

段階

・生活保護を受けている人

・老齢福祉年金を受けてい　

る人で、世帯全員が市民　

税非課税の場合

1，500円

第2

段階

・世帯全員が市民税非課税　

の場合
2，250円

第3

段階

・世帯で市民税が課税され　

ている人はいるが、本人　

は市民税非課税の場合

3，000円

第4

段階

・本人に市民税が課税され　

ていて、前年の所得金額　

が250万円未満の場合

3，750円

第5

段階

・本人に市民税が課税され　

ていて、前年の所得金額　

が250万円以上の場合

4，500円
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健康チェックの結果から⑥

「自分の健康状態をどのように感じていますか」

心
か
ら
健
康
に
な
り
ま
し
よ
う

　

平
成
十
二
年
度
に
、
約
二
四
〇
〇
人
を
対
象
に
行
つ
た

健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
か
ら
、
当
市
の
生
活
習
慣
の
傾
向

を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
最
後
は
主
観
的
健
康

感
に
つ
い
て
で
す
。

主
観
的
健
康
感
と
は

　
　

「
健
康
と
は
、
ど
ん
な
状
態
で

す
か
」
そ
の
問
い
に
は
、
次
の
よ

う
な
答
え
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
ま
っ
た
く
病
気
を
し
て
い
な
い

・
治
療
を
要
す
る
ほ
ど
の
病
気
も

　

な
く
、
検
査
値
も
正
常

・
風
邪
を
ひ
い
た
が
、
治
っ
た

　

こ
の
よ
う
に
「
病
気
で
な
け
れ

ば
健
康
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
、

多
く
の
考
え
方
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

次
に
「
ど
の
よ
う
な
時
に
健
康

を
感
じ
る
か
」
「
あ
な
た
が
思
う

健
康
と
は
」
と
い
う
問
い
に
は
、

　

・
幸
福
な
と
き

　

・
心
身
と
も
健
や
か
で
安
ら
か

　

・
快
食
、
快
眠
、
快
便

　

・
気
分
が
さ
わ
や
か

な
ど
の
答
え
が
帰
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
健
康
に
対
す
る
考

え
方
の
こ
と
を
、
前
者
は
「
客
観

的
健
康
感
」
後
者
は
「
主
観
的
健

康
感
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

病
気
や
障
害
の
あ
る
。
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
、
自
分
で
自
分
の
こ

と
を
「
健
康
だ
」
と
感
じ
、
生
き

生
き
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
人
を
、
主
観
的
健
康

感
の
良
い
人
と
い
い
ま
す
。

元
気
で
明
る
く
健
康
に

　

今
回
の
集
計
で
は
、
二
六
・
八

％
の
人
か
ら
自
分
の
健
康
状
態
に

つ
い
て
「
よ
い
」
「
ま
あ
よ
い
」

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
反
対

に
十
六
・
四
％
の
人
か
ら
は
「
あ

ま
り
よ
く
な
い
」
「
よ
く
な
い
」

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

自
分
の
健
康
状
態
に
つ
い
て

「
あ
ま
り
よ
く
な
い
≒
よ
く
な
い
」

と
思
つ
で
い
る
中
に
は
、
病
気
や

障
害
が
あ
る
か
ら
…
と
考
え
て
い

る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

世
の
中
に
は
病
気
や
障
害
な
ど

が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
と
上
手
に

付
き
合
い
な
が
ら
生
き
が
い
や
楽

し
み
の
あ
る
生
活
を
送
り
、
健
康

だ
と
思
え
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い

る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

ま
た
自
分
で
健
康
だ
と
思
え
る

人
は
、
長
生
き
が
多
い
こ
と
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
自
分
で
自
分
を
健
康

だ
と
思
え
る
こ
と
。

　

い
ろ
い
ろ
な
人
と
話
し
て
交
流

す
る
・
趣
味
や
日
課
を
持
つ
・
日

々
、
笑
い
が
出
る
よ
う
な
毎
日
を

送
る
な
ど
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で

明
る
く
、
そ
し
て
健
康
に
過
ご
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

～ちよつと気になる栄養の話～

　

今回は緑茶の話です。ヽ2ノバ牛科に属するお茶の

木の原産はアジアの亜熱帯地方。日本には六世紀

ごろ中国から渡来しました。

　

緑茶にぱ0157（食中毒）”に対して強い

殺菌力を示すカテキンが含まれています。殺菌力

以外にも「血中コレステロールを低下させる。血

圧の上昇を抑える・ロ臭を防ぐ」ほか、緑茶に含

まれるビタミンC・E、カロチンなどと協力して

ガンを予防するなど多くの優れた効能があります。

　

また、紅茶やウーロン茶などにはほとんど含ま

れていないビタミンCを多く含んでいるため、風

邪の予防などにもつながります。ビタミンCには

そのほかにも、メラニン色素の生成をおさえる働

きもあり、美肌作りには欠かせません。

　

九月といっても、まだまだ暑く紫外線の強い日

が続きます。水分補給にノンカロリーでいろいろ

な効能のある緑茶はいかがでしょう。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（豊65・7333）



暮
ら
し
の

ア
肪
バ
イ
ス

　　　　　　　　　　

まま％ままま％しSiF商法（催眠商法‘）

　

皆
さ
ん
は
S
F
商
法
（
催
眠
商
法
）
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
こ
れ
は
悪
質
商
法
の
手
口
の

一
つ
で
、
締
め
切
つ
た
会
場
な
ど
に
人
を
集
め
「
買
わ
ね

ぼ
損
」
な
ど
と
い
う
一
種
の
催
眠
状
態
に
陥
ら
せ
て
高
額

な
商
品
を
買
わ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

「
タ
ダ
」
に
つ
ら
れ
て
・
：

　

あ
る
お
ば
あ
さ
ん
が
、
日
中
家

に
い
た
と
き
の
こ
と
「
近
所
で
新

作
そ
ば
の
試
食
会
を
や
り
ま
す
。

来
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
業
者
が
来

て
ビ
ラ
を
配
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

場
所
も
近
く
、
何
か
タ
ダ
で
も

ら
え
る
の
な
ら
…
と
出
か
け
て
み

る
と
、
そ
こ
に
は
す
で
に
た
く
さ

ん
の
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
そ
ば
の
試
食
に
始

ま
り
、
体
に
良
い
と
言
わ
れ
る
飲

み
物
や
、
ひ
ざ
に
巻
く
サ
ポ
ー
タ

ー
な
ど
が
次
々
と
配
ら
れ
、
い
つ

の
ま
に
か
物
を
も
ら
う
こ
と
に
夢

中
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ふ
と
気
が
付
く
と
、
会
場
に
は

誰
も
い
な
く
な
り
、
周
り
に
い
る

の
は
業
者
の
人
ば
か
り
・
：

　

結
局
、
業
者
の
人
に
言
わ
れ
る

ま
ま
、
テ
レ
ビ
で
も
宣
伝
さ
れ
た

と
い
う
、
十
万
円
も
す
る
「
磁
気

付
き
布
団
」
を
買
う
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

年
金
で
暮
ら
し
て
い
る
お
ば
あ

さ
ん
は
後
に
な
っ
て
「
十
万
円
も

す
る
布
団
は
必
要
な
い
」
と
、
と

て
も
後
悔
し
、
解
約
し
た
い
と
消

費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
を
か

け
て
き
ま
し
た
…

次
の
手
口
に
要
注
意

・
街
頭
や
路
上
で
「
日
用
品
を
タ

　

ダ
で
あ
げ
る
」
な
ど
と
呼
び
止

　

め
ら
れ
会
場
に
連
れ
て
行
か
れ

　

た
。
日
用
品
な
ど
を
次
々
に
渡

　

さ
れ
、
最
後
に
高
額
な
ふ
と
ん

　

を
契
約
さ
せ
ら
れ
た
。

・
「
日
用
雑
貨
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

　

な
ど
と
い
う
チ
ラ
シ
に
誘
わ
れ

　

て
会
場
へ
行
っ
た
。
無
料
で
日

　

用
品
な
ど
が
配
ら
れ
会
場
の
雰

　

囲
気
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た
と

　

こ
ろ
で
、
高
額
な
健
康
器
具
を

　

契
約
さ
せ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
は
S
F
商
法
（
催
眠
商

法
）
の
例
で
す
。
「
新
製
品
普
及

会
」
と
い
う
業
者
が
始
め
た
手
法

の
た
め
頭
文
字
を
と
っ
て
「
S
F

商
法
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

一
種
の
催
眠
状
態
に
追
い
込
む
こ

と
か
ら
「
催
眠
商
法
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

閉
め
切
っ
た
会
場
な
ど
に
人
を

集
め
、
日
用
品
や
食
料
品
な
ど
を

次
々
に
配
り
、
会
場
全
体
を
「
も

ら
わ
な
け
れ
ば
損
・
買
わ
な
け
れ

ば
損
」
と
い
っ
た
熱
狂
的
な
雰
囲

気
に
し
、
冷
静
な
判
断
を
失
っ
た

状
態
で
、
最
終
的
に
高
額
な
商
品

を
強
引
に
消
費
者
に
買
わ
せ
る
と

い
う
悪
質
な
商
法
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
「
特
定

商
取
引
に
関
す
る
法
律
（
旧
訪
問

販
売
等
に
関
す
る
法
律
）
」
が
適

用
さ
れ
、
契
約
を
し
て
か
ら
八
日

以
内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
ー

オ
フ
制
度
（
消
費
者
か
ら
の
解
約

を
認
め
る
制
度
）
が
適
用
と
な
り

契
約
を
解
除
で
き
ま
す
。

ま
ず
会
場
に
は
行
か
な
い

　

S
F
商
法
（
催
眠
商
法
）
で
は
、

主
婦
や
高
齢
者
が
よ
く
狙
わ
れ
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
「
タ
ダ
ほ
ど

高
い
物
は
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
粗
品
進
呈
な
ど
と
声

を
掛
け
ら
れ
て
も
、
安
易
に
会
場

に
出
向
い
た
り
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

人
を
興
奮
状
態
や
一
種
の
催
眠

状
態
に
追
い
込
み
、
考
え
る
余
裕

を
与
え
な
い
で
高
額
な
商
品
を
買

わ
せ
る
の
が
S
F
商
法
（
催
眠
商

法
）
。
お
か
し
い
と
か
、
不
審
だ

と
思
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
会
場
に

行
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
I
番
の

対
策
で
す
。

お買物には

マイバックを

持参しましよう

消費生活にi貿けるご相影蛸費者相談センターへ酋66・1111MI464（‰品，馴



市民⑩

ペー汐

一
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

＜る一ぶ登場 フラワーデザイン

　　

大野教室

季
節
の
花
を
自
由
に
飾
り
付
け

　

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
大
野
教
室

は
、
季
節
の
花
や
草
、
木
の
実
な

ど
を
自
由
に
器
や
龍
に
飾
る
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
花

飾
り
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

平
成
七
年
に
結
成
し
、
現
在
の

会
員
は
十
人
。
月
二
回
講
師
を
招

い
て
の
講
習
会
の
ほ
か
、
文
化
祭

へ
の
出
品
や
市
外
の
展
示
会
の
見

学
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

「
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
飾
り

付
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
と
て
も
楽

し
い
で
す
ね
。
同
じ
花
を
使
っ
で

も
、
飾
る
人
に
よ
っ
て
雰
囲
気
の

全
く
違
う
作
品
に
な
る
ん
で
す
よ
」

と
会
員
の
皆
さ
ん
。

　

作
品
は
ク
リ
ス
マ
ス
用
の
花
飾

り
や
母
の
日
の
力
－
ネ
ー
シ
ョ
ン

飾
り
な
ど
、
季
節
に
ち
な
ん
だ
も

の
が
多
く
、
自
宅
の
玄
関
や
居
間
、

職
場
な
ど
に
飾
る
ほ
か
、
友
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
も
あ
る
そ

う
で
す
。

　

九
月
下
旬
に
は
グ
ル
ー
プ
初
の

展
覧
会
を
予
定
。
作
品
づ
く
り
に

も
、
い
つ
も
以

上
に
力
が
入
り

ま
す
。

　
　

「
展
覧
会
で

は
作
品
の
展
示

だ
け
で
は
な

く
、
簡
単
な
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
教
室

も
予
定
し
て
い

ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
皆
さ

ん
に
、
私
た
ち

が
一
生
懸
命
作

っ
た
作
品
を
、

見
に
来
て
も
ら

え
た
ら
い
い
で

す
ね
」
と
皆
さ

ん
目
を
輝
か
せ

て
い
ま
し
た
。

　

会
で
は
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
人
は
安
川
幸
子
さ
ん
（
豊
6
5
・

4
2
5
3
）
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

フックトーク

たいt

～シリーズ顔～

『
顔
学
へ
の
招
待
』

　

顔
学
と
は
、
顔
の
研
究
を
通
し

て
、
人
間
や
社
会
な
ど
見
つ
め
な

お
そ
う
と
い
う
最
近
登
場
し
た
新

し
い
学
問
で
す
。
一
九
九
五
年
、

歯
医
者
や
美
容
師
、
心
理
学
者
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
人
が
参
加

し
て
「
日
本
顔
学
会
」
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　
　

「
日
本
顔
学
会
」
の
会
員
で
あ

る
著
者
は
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の

人
に
顔
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
こ
の
本
を
書
き
ま
し
た
。

　

著
者
は
、
人
間
の
顔
に
は
、
動

物
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の
顔

や
喜
怒
哀
楽
な
ど
の
精
神
状
態
を

表
す
顔
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
道
具
と
し
て
の
顔
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
側
面
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
化
粧
の
仕
方
や
美
人
顔
の

変
化
な
ど
文
化
や
流
行
を
表
す
も

の
だ
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
顔
を
見
る
こ
と
で

年
齢
や
性
別
、
ど
こ
の
国
の
人
な

の
か
、
お
お
よ
そ
の
職
業
ま
で
推

察
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
顔

は
そ
の
人
を
表
す
証
明
書
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
顔
は
そ

の
人
の
生
き
方
や
考
え
方
、
個
性

を
表
す
究
極
の
も
の
と
い
え
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
重
視
さ

れ
つ
つ
あ
る
今
、
自
分
ら
し
い
顔

と
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
を
こ
の

本
か
ら
探
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

顔学への招待

原島博著岩波書店
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Q

　

今
年
の
四
月
か
ら

木
く
ず
や
紙
く
ず
、

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
の
ご
み
を
、
ド
ラ
ム
缶
や
穴
の

中
な
ど
で
野
焼
き
す
る
こ
と
が
法

律
で
禁
止
に
な
っ
た
と
聞
き
ま
し

た
。
な
ぜ
、
禁
止
な
の
か
、
ま
た

ど
の
よ
う
な
罰
則
が
あ
る
の
か
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。
（
市
内
男
性
）

A

　

平
成
十
三
年
四
月

一
日
か
ら
法
律
（
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
）
が
改
正
さ
れ
、

法
律
の
基
準
を
満
た
し
た
施
設
以

ご
み
の
野
焼
き
は
な
ぜ
禁
止
な
の

外
で
ご
み
（
－
般
廃
棄
物
・
産
業

廃
棄
物
）
な
ど
を
屋
外
焼
却
す
る

こ
と
が
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。

禁
止
に
な
っ
た
屋
外
焼
却
の
例

・
地
面
に
掘
っ
た
穴
で
の
焼
却

こ
か
た
や
煙
突
の
な
い
ド
ラ
ム
缶

　

な
ど
で
の
焼
却

・
ブ
ロ
ッ
ク
を
利
用
し
て
作
っ
た

　

ぶ
だ
の
な
い
施
設
で
の
焼
却

野
焼
き
を
行
う
こ
と
で
人
体
に

有
害
な
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
煙
が
発

生
し
、
燃
や
す
本
人
ぼ
か
り
か
、

周
り
に
住
む
人
た
ち
の
健
康
を
害

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

悪
臭
な
ど
も
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、

周
囲
で
生
活
す
る
人
た
ち
に
も
大

変
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
野
焼
き
は
禁
止
と

な
り
ま
し
た
。

　

違
法
な
野
焼
き
に
は
「
三
年
以

下
の
懲
役
も
し
く
は
三
百
万
円
以

下
の
罰
金
」
な
ど
の
罰
則
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
例
外
と
し
て
次
の
よ

う
な
焼
却
行
為
は
除
か
れ
ま
す
。

・
「
ど
ん
と
焼
き
」
な
ど
、
慣
習

　

上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
で
行

　

わ
れ
る
も
の

・
稲
わ
ら
や
伐
採
し
た
枝
を
燃
や

　

す
な
ど
の
農
業
や
林
業
、
漁
業

　

を
営
む
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の

・
た
き
火
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
軽

　

微
な
も
の

　

家
庭
な
ど
で
出
た
ご
み
は
野
焼

き
な
ど
で
処
分
し
な
い
で
、
分
別

し
て
、
ご
み
収
集
場
所
へ
出
す
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
地
球
温
暖
化
、

火
災
の
危
険
上
か
ら
も
野
焼
き
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

（
生
活
環
境
課
長
）

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
生
活
環

　

境
課
環
境
保
全
係
（
容
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
6
1
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
1
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
―
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

S・角，嘴咄・

全
国
交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車
大
会
に
出
場

巣
守
亮
平
君
竹
山
莉
奈
さ
ん

林
雅
隆
君
松
村
香
里
さ
ん

（
富
田
小
六
年
）

　

富
田
小
学
校
六
年
生
の
四
人
は

七
月
に
行
わ
れ
た
「
県
交
通
安
全

こ
ど
も
自
転
車
大
会
」
に
市
の
代

表
と
し
て
出
場
し
見
事
優
勝
。
八

月
七
一
八
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ

た
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
自
転
車
に
乗
る
際
に

必
要
な
交
通
知
識
と
技
能
を
身
に

つ
け
て
も
ら
お
う
と
昭
和
四
十
一

年
か
ら
交
通
安
全
協
会
が
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
競
技
は
自
転
車

に
乗
っ
て
行
う
実
技
テ
ス
ト
と
交

通
ル
ー
ル
な
ど
を
問
う
筆
記
テ
ス

ト
の
総
合
点
で
競
わ
れ
ま
す
。

　

四
人
は
県
大
会
に
出
場
が
決
ま

っ
た
六
月
中
旬
か
ら
週
末
を
除
く

ほ
ば
毎
日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育

館
で
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

松
村
さ
ん
は
「
練
習
で
使
っ
で

い
る
自
転
車
の
ほ
う
に
体
が
慣
れ

て
し
ま
い
、
自
分
の
自
転
車
に
は

う
ま
く
乗
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
笑
い
ま
す
。

　

ま
た
、
主
将
の
巣
守
君
は
「
以

前
と
比
ぺ
で
交
差
点
で
左
右
の
安

全
確
認
を
し
っ
か
り
す
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
　

「
県
大
会
で
は
緊
張
し
て
、
思

う
よ
う
に
乗
れ
な
か
っ
た
の
で
、

優
勝
と
聞
い
て
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
」
と
竹
山
さ
ん

　
　

「
み
ん
な
で
I
生
懸
命
に
練
習

し
て
全
国
大
会
に
出
場
し
た
こ
と

が
、
と
て
も
よ
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
」
と
林
君
は
胸
を
張
り
ま
す
。

　

四
人
は
「
大
会
が
終
わ
っ
で
も
、

交
通
安
全
に
気
を
つ
け
て
自
転
車

に
乗
り
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

折山jがxij回単脊貳l淋畷匯秘廼l

お
知
ら
せ

ア
レ
ン
ジ

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
教
室

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

や
ま
ぶ
ど
う
の
つ
る
で
思
い
思

い
の
形
を
作
り
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ

ー
と
し
て
飾
り
付
け
る
教
室
で
す
。

家
の
玄
関
や
お
部
屋
に
飾
つ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
1
0
月
1
2
り
奪
午
後
7
時
～

場
所
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
師
さ
わ
や
か
倶
楽
部
（
花
つ

　

み
園
）
の
メ
ン
バ
ー

受
講
費
1
8
0
0
円
（
材
料
費
）

定
員
2
0
人

持
ち
物
花
ば
さ
み

申
込
締
切
日
1
0
月
3
日
困

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
豊
6
5
。

　

7
2
2
1
）

10月1日は，

事業所・企業統計調査。
IO月1日、全国一斉に事業所・企業統計調査

が行われます。我が国すべての事業所が対象

です。ご協力をお願いします。

会社も、お店も、学校も、病院も。

事業所・企業統計調査
平成13年IO月1日（月）

9月下旬から調査員がお伺いします。

総務省統計局福井県・大野市



董の大自然満喫

　　

「おおのネイチャーフィールド2001」が7月22日・

28日・29日の3日間、六呂師高原スキー場と麻那姫湖青

少年旅行村で開催されました。熱気球体験フライトや魚の

つかみ取り、牧草クラフト教室など盛りだくさんの内容が

行われ、親子連れなどたくさんの人たちでにぎわいました。

烈気球体験お胞Sil

R麻那姫湖青蛭軍旅狸村●21月国露嘆白））l

牧草ZSラぷM教室

ほで盛姉簒原471SZ場l駅丿月li白j）1

子どもたちを犯罪がら守ろう

　

8月8日「子ども安全ネットワーク」が結成され

ました。これは、子どもたちを犯罪から守ることを

目的としたもので、不審者などに対して地域が連携

することで未然に防ごうというものです。教育関係

団体はもちろん、民間・警察・行政が一体となって

取り組んでいきます。

七間通りで盆まつり

　

帰省客でにぎわうお盆期間をより一層楽しいもの

にしようと「2001七間朝市。盆まつり」が8月

12日に開催されました。いつもの朝市に加えフリ

ーマーケットや抽選会、コンサートなどが行われた

会場は、たくさんの人でにぎわいました。

高原で和式鼓ライブ

　

7月21日、六呂師高原で「ライブ・イン。ロク

ロシはくるま太鼓～こころの叫び大地の響き天ま

でとどけ～」と題された和太鼓の演奏会が行われま

した。会場を訪れた約800人の聴衆が、迫力ある

和太鼓の演奏に、惜しみない拍手を送っていました。

秘書広報課広報広聴係豊66・1111 拍詣回底詣



話遇回底場

号ズレ松谷（｜旨

すダ、烹う｜☆集⊇牛丿書。

おおわむむりり
一大フベン／ヽ9彩る

　

8月11日から16日にかけ，今年も多くの人でにぎわっ

た「おおの城まつリ」。13日には真名川憩いの島で「大花

火大会」が，14日から16日にかけては「越前おおのおど

リ」が行われました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

9月

コ
ン
バ
イ
ン
も

　
　

登
録
が
必
要
で
す

市
役
所
税
務
課

　

農
業
用
の
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ

ク
タ
ー
は
、
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク

と
同
じ
よ
う
に
、
登
録
し
て
ナ
ン

バ
ー
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
同
時
に
軽
自
動
車
税
も

課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

新
し
く
購
人
し
た
り
買
い
替
え

た
り
し
た
場
合
、
ま
た
は
廃
車
に

す
る
場
合
は
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

必
要
な
物
印
鑑
・
車
体
の
形
式

　

が
分
か
る
も
の
（
廃
車
の
場
合

　

は
、
印
鑑
。
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

　

ト
）

税
額
年
間
1
0
0
0
円

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先
税
務
課

　

収
税
係
（
容
6
6
．
1
1
1
1
内

　

線
4
2
2
）

調
理
師
試
験
と
予
備
講
習
会

奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

試
験
日
‥
は
月
‥
十
十
R
面

試
験
会
場
大
野
東
高
校

受
験
料
6
1
0
0
円

予
備
講
習
会
1
0
月
1
0
巨
㈲
・
‥
‐

　

巨
困
（
2
日
間
）

講
習
会
場
J
A
テ
ラ
ル
越
前
勝

　

山
研
修
会
館
（
勝
山
市
滝
波
5

　

1
7
0
1
豊
8
8
．
1
3
3
3
）

講
習
受
講
料
1
万
5
0
0
0
円

申
し
込
み
受
付
期
間
試
験
、
講

　

習
会
い
ず
れ
も
9
月
3
R
⑥
～

　

2
1
日
章

そ
の
他
受
験
に
は
、
2
年
間
以

　

上
の
調
理
従
事
経
験
が
必
要

問
い
合
わ
せ
先
奥
越
健
康
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
（
容
6
6
．
2
0
7
6
）

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

　
　
　
　
　

試
験
と
講
習
会

市
役
所
下
水
道
課

《
試
験
》

日
程
‥
日
月
2
1
m
R

会
場
嶺
北
会
場
＝
福
井
市
市
民

　

福
祉
会
館
、
嶺
南
会
場
＝
敦
賀

　

短
期
大
学

受
験
料
4
0
0
0
円

そ
の
他
資
格
に
よ
り
試
験
の
免

　

除
制
度
が
あ
り
ま
す

《
講
習
》

日
程
嶺
北
会
場
＝
‥
は
月
6
日
吉

　

・
嶺
南
会
場
＝
‥
‐
月
9
R
蚤

受
講
料
3
0
0
0
円

申
し
込
み
方
法
試
験
申
し
込
み

　

時
に
受
講
料
を
添
え
て

申
込
期
間
試
験
、
講
習
会
い
ず

　

れ
も
9
月
1
4
町
蚤
～
2
8
回
i
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
下

　

水
道
課
管
理
普
及
係
（
萱
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
2
9
2
）

国
民
年
金
保
険
料
は

　
　
　

前
納
で
割
引
に

市
役
所
市
民
課

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
平
成
1
3

年
1
0
月
分
か
ら
平
成
1
4
年
3
月
分

ま
で
の
6
ヵ
月
分
を
前
納
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
保
険
料
を
前
納

す
る
と
、
割
引
さ
れ
る
た
め
大
変

お
得
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
割
り
引
か
れ
た
前
納
額

は
次
の
と
お
り
で
す
。

定
額
保
険
料
7
9
。
1
5
0
円

　
　
　
　
　
　

（
6
5
0
円
割
引
）

付
加
保
険
料
8
1
。
5
3
0
円

　
　
　
　
　
　

（
6
7
0
円
割
引
）

※
前
納
の
納
付
期
限
は
、
1
0
月
末

　

日
ま
で
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

民
課
年
金
係
（
容
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
5
5
）

危
険
物
取
扱
者
の
試
験

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

日
時
1
0
月
2
8
り
⑩
午
前
1
0
時
～

場
所
大
野
地
区
消
防
本
部

種
類
乙
種
4
類
・
丙
種

受
験
資
格
特
に
な
し

必
要
な
書
類
受
験
願
書
（
大
野

　

地
区
消
防
本
部
に
準
備
）
・
6

　

ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
の

　

写
真
2
枚
・
試
験
手
数
料
の
払

　

込
受
付
証
明
書
（
所
定
の
も
の
）

受
験
料
乙
種
4
類
＝
3
4
0
0

　

円
・
丙
種
＝
2
7
0
0
円

受
付
期
間
9
月
4
R
爾
V
1
2
日

　

酋
（
土
・
日
を
除
く
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

提
出
方
法
持
参
ま
た
は
郵
送
で

　
　

（
郵
送
の
場
合
は
9
月
1
2
日
の

　

消
印
有
効
）

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先
（
財
）
消

　

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
福
井
県

　

支
部
（
〒
q
）
1
0
－
0
0
0
Q
り

　

福
井
市
松
本
3
丁
目
1
6
－
1
0

　

福
井
合
同
庁
舎
内
豊
0
7
7

　

C
D
・
2
1
・
7
0
（
u
り
0
）

交通
安全

剱
r

安
全
な
道
路
の
横
断

　

近
年
、
道
路
を
横
断
し
て
い

る
途
中
で
事
故
に
遭
う
お
年
寄

り
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

今
回
は
安
全
な
道
路
の
渡
り
方

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

安
全
な
場
所
を
選
ぶ

　

横
断
歩
道
や
信
号
が
あ
る
場

所
で
道
路
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

近
く
に
無
い
場
合
は
、
道
路
が

よ
く
見
わ
た
せ
る
場
所
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

　

曲
が
り
角
や
力
－
ブ
の
近
く
、

見
通
し
が
き
か
な
い
場
所
で
の

横
断
は
大
変
危
険
。
こ
の
よ
う

な
場
所
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

横
断
前
に
は
必
ず
確
認

　

道
路
を
横
断
す
る
前
に
は
、

必
ず
一
度
立
ち
止
ま
り
、
左
右

の
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

青
信
号
で
も
、
い
き
な
り
横

断
す
る
の
は
危
険
で
す
。
交
差

点
な
ど
で
は
車
が
曲
が
っ
て
来

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
車
が
来

て
い
な
い
か
、
必
ず
安
全
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

横
断
中
も
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

事
故
の
多
く
は
横
断
中
に
起

き
て
い
ま
す
。
道
路
の
中
央
ま

で
は
右
方
向
を
、
中
央
以
降
は

左
方
向
に
注
意
し
、
横
断
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
道
路
を
斜
め
に
横
断

す
る
こ
と
は
危
険
で
す
。
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

市
民
講
座
と
講
演
会

市
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
市
民
講
座

　

日
時
9
月
8
日
影
午
後
1
時

　
　

～
5
時

　

場
所
文
化
会
館

　

内
容
「
消
化
器
の
病
気
と
出

　
　

血
」

　

参
加
費
無
料

◆
講
演
会

　

日
時
9
月
2
1
日
面
午
後
7
時

　
　

～
8
時
3
0
分

　

場
所
有
終
会
館

　

講
師
福
井
県
済
生
会
病
院
外

　
　

科
部
長
笠
原
芳
郎
医
師

　

演
題
「
大
切
に
し
て
い
ま
す

　
　

か
？
あ
な
た
の
お
っ
ぱ
い
」

　

参
加
費
無
料

　

申
込
締
切
日
9
月
2
0
日
困

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
7
3

　

3
3
）

お
座
敷
列
車

　

「
ふ
れ
あ
い
市
民
号
」

市
役
所
生
活
環
境
課
｀

　

今
年
の
お
座
敷
列
車
「
九
頭
竜

線
ふ
れ
あ
い
市
民
号
」
は
、
一
泊

二
日
で
石
川
県
和
倉
温
泉
と
輪
島

朝
市
の
旅
で
す
。

　

こ
の
旅
行
は
九
頭
竜
線
の
利
用

促
進
を
目
的
に
行
わ
れ
、
費
用
の

一
部
を
市
が
助
成
し
て
い
ま
す
。

日
時
‥
目
月
1
3
ほ
四
～
1
4
回
困

行
き
先
石
川
県
和
倉
温
泉
・
輪

　

島
朝
市

集
合
午
前
9
時
5
0
分
ま
で
に
J

　

R
越
前
大
野
駅

対
象
1
8
歳
以
上
の
市
民
（
幼
児

　

の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
）

定
員
1
5
0
人
（
応
募
多
数
の

　

場
合
は
抽
選
）

参
加
費
2
万
4
0
0
0
円

申
し
込
み
方
法
個
人
ま
た
は
グ

　

ル
ー
プ
（
5
人
以
内
）
で
、
所

　

定
の
申
込
用
紙
で

申
込
期
間
9
月
匹
百
酋
～
1
0
月

　

5
回
章

そ
の
他
▼
申
込
用
紙
は
、
9
月

　

1
0
日
⑧
か
ら
市
役
所
生
活
環
境

　

課
ま
た
は
J
R
越
前
大
野
駅
に

　

用
意
▼
抽
選
の
場
合
、
当
選
者

　

の
み
連
絡

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
生

　

活
環
境
課
市
民
生
活
係
（
豊
6
6

　

1
1
1
1
内
線
4
6
2
）

地
元
企
業
見
学
会

大
野
商
工
会
議
所

日
時
9
月
‥
‥
‥
阻
害
午
前
9
時
2
0

　

分
大
野
商
工
会
議
所
前
集
合

見
学
先
大
野
パ
ッ
キ
ン
グ
（
株
）

　

▼
（
株
）
白
山
や
ま
ぶ
ど
う
ワ
イ

　

ン
▼
ス
タ
土
フ
ン
ド
さ
か
だ
に

　

（
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会
）

対
象
1
8
歳
以
上
の
市
民

参
加
費
一
人
2
0
0
0
円
（
バ

　

ス
代
、
そ
ば
打
ち
材
料
代
、
保

　

険
料
含
）

定
員
先
着
2
0
人

申
し
込
み
方
法
所
定
の
申
し
込

　

み
用
紙
に
記
入
の
上
、
参
加
料

　

を
添
え
て

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
商
工
会
議
所
（
豊
6
6
・
1
2

　

3
0
）

悪
質
商
法
は
身
近
な
問
題

奥
越
地
区
消
費
者
行
政
連
絡
会

　

年
々
、
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
る
悪
質
商
法
に
関
す

る
苦
情
相
談
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

ぜ
ひ
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
9
月
1
7
り
⑧
午
後
7
時
～

　

9
時

場
所
有
終
会
館

内
容
消
費
者
契
約
法
や
特
定
商

　

取
引
法
に
つ
い
て

参
加
費
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
生

　

活
環
境
課
市
民
生
活
係
（
豊
6
6

　

－
1
1
1
1
内
線
4
6
4
）

福
井
刑
務
所
で
矯
正
展

福
井
刑
務
所

日
時
1
0
月
6
日
吉
午
前
9
時
3
0

　

分
～
午
後
4
時
▼
7
R
⑥
午
前

　

9
時
～
午
後
3
時

場
所
福
井
刑
務
所
構
内

内
容
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示

　

販
売
や
受
刑
者
生
活
の
写
真
パ

　

ネ
ル
の
掲
示
な
ど

問
い
合
わ
せ
先
福
井
刑
務
所
企

　

画
部
門
・
作
業
（
豊
0
7
7
6

　

3
6
・
3
2
2
2
）

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

各
種
無
料
相
談
会

●
成
年
後
見
（
法
定
・
任
意
後
見
）

　

や
高
齢
者
の
財
産
管
理
な
ど

日
時
9
月
1
6
り
回
午
前
1
0
時
～

　

午
後
4
時

場
所
大
野
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ

　

ー
ト
福
井
司
法
書
士
鈴
木

　

政
彦
さ
ん
（
豊
6
6
・
3
0
8
3
）

●
官
公
庁
に
提
出
す
る
書
類
や
権

　

利
義
務
・
事
実
証
明
に
関
す
る

　

相
談

日
時
1
0
月
I
R
面
午
前
1
0
時
～

場
所
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先
県
行
政
書
士
会

　

大
野
支
部
長
栃
木
か
お
る
さ

　

ん
（
容
8
8
・
3
3
0
3
）

●
土
地
の
登
記
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
ー

　

サ
ラ
金
問
題
な
ど
の
法
律
相
談

日
時
1
0
月
1
3
貝
杏
午
前
1
0
時
～

　

午
後
4
時

場
所
勝
山
商
工
会
館

問
い
合
わ
せ
先
県
司
法
書
士
会

　
　

（
豊
0
7
7
6
・
3
3
・
2
7
7

　

7
）

退職者医療制度の届け出を

　

会社などを退職し、年金を受けている人は、国民健康

保険の退職者医療制度が利用できます。対象は、次の条

件にすべて該当する人とその被扶養者です。

対象

　

・国民健康保険に加入している人

　

・老人保健法の適用を受けていない人

　

・厚生年金や共済組合などの老齢年金を受けている人

　

※年金制度への加入期間が20年以上、または40歳

　　

以降の加入期間が10年以上必要です。

医療を受けた場合の自己負担額が軽減されます

被保険者本人 外来2割負担 入院2割負担

被扶養者 外来3割負担 入院2割負担

※入院時の食事代と、外来の薬剤の一部負担金は、

　

別途定額の自己負担が必要です。

手続きには、年金証書・印鑑・国民健康保険証などが

必要です。届け出はお早めに。

　

問い合わせ先市役所市民課国保係

　　　

（豊66・1111内線457）



″

I
’

。
8
1
）
愛
用
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

杉
川
俊
秀
さ
ん
（
木
本
）

　

木
本
の
杉
川
俊
秀
さ
ん
（
三
十
四
歳
）
の

宝
は
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
な
ど
の
管
楽
器
で
す
。

初
心
者
用
の
も
の
か
ら
、
プ
ロ
が
使
う
本
格

的
な
も
の
ま
で
全
部
で
六
本
あ
り
ま
す
。

　

杉
川
さ
ん
が
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
興
味
を
持

っ
た
の
は
、
小
学
六
年
生
の
と
き
。
学
校
の

鼓
笛
隊
に
入
っ
て
い
る
友
だ
ち
が
、
格
好
よ

く
演
奏
し
て
い
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　
　

「
中
学
生
に
な
っ
た
ら
、
絶
対
に
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
に
入
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

小
学
六
年
生
の
冬
に
入
門
用
の
も
の
を
両
親

に
買
っ
て
も
ら
い
、
う
れ
し
く
て
テ
レ
ビ
の

講
座
な
ど
を
見
な
が
ら
一
人
で
練
習
し
て
い

た
の
を
思
い
出
し
ま
す
ね
」

　

中
学
校
入
学
と
同
時
に
本
格
的
に
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
の
練
習
を
始
め
、
高
校
時
代
に
は
金

管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
一
員
と
し
て
北
信
越
大

会
に
出
場
、
大
学
時
代
の
吹
奏
楽
部
で
は
全

日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
　

「
長
く
続
け
て
い
る
と
や
は
り
良
い
楽

器
を
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
気
が
付

い
た
ら
六
本
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
感

じ
で
す
ね
。
使
わ
な
く
な
っ
た
も
の
は
中
古

品
と
し
て
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
こ
と

も
考
え
ま
し
た
が
、
一
本
一
本
に
愛
着
が
あ

っ
て
、
ど
う
し
て
も
手
放
せ
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

中
で
も
I
番
思
い
出
深
い
の
は
、
高
校
時

代
か
ら
愛
用
し
て
い
る
『
ビ
ン
セ
ン
ト
ー
バ

ツ
ク
』
と
い
う
会
社
の
高
価
な
も
の
。
当
時

ど
う
し
て
も
欲
し
く
て
、
毎
朝
新
聞
配
達
を

し
て
貯
め
た
お
金
で
買
っ
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
も
大
野
市
民
吹
奏
楽
団
に
所
属
し
、

演
奏
を
続
け
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
　

「
最
近
、
五
歳
に
な
る
娘
が
ピ
ア
ノ
を
習

い
始
め
ま
し
た
。
い
つ
か
娘
が
弾
く
ピ
ア
ノ

に
合
わ
せ
て
演
奏
で
き
た
ら
最
高
で
す
ね
」

と
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

市民のうごき

8月1日現在 前月比

世帯数 11，864世帯 十1ワ世帯

人口 40，513人 十11人

内訳
男 19，404人 －2人

女 21，109人 十13人

7月中の異動
転入 66人 出生 32人

転出 52人 死亡 35人

市内の交通事故状況（9ヵヽ6・a）

件数内訳
平成13年
7月末

平成12年
7月末

比較

総イ牛数 42ワ件 381イ牛十46イ牛

人身

事故

件数 96件 93件 十3件

死者 1人 O人 十1人

傷者 121人 117人 十4人

物損事故 331件 288イ牛十43イ牛

表
紙
の
こ
と
ば

　

7
月
2
0
日
、
平
成
大
野
屋
の

平
蔵
で
「
平
蔵
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
有
志
が
、
ま
ち
な
か
で

気
軽
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の

で
、
初
回
か
ら
大
盛
況
。
9
月

・
m
o
月
・
1
1
‥
月
に
も
趣
向
を
凝

ら
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ

る
予
定
。
楽
し
み
で
す
ね
。

編
集
後
記

　

取
材
先
で
真
つ
黒
に
日
焼
け

し
た
子
ど
も
た
ち
を
見
る
と
、

自
分
が
小
学
生
の
こ
ろ
8
月
の

終
わ
り
に
な
る
と
、
毎
年
の
よ

う
に
宿
題
に
追
わ
れ
ハ
タ
ハ
タ

し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
今
の
子
ど
も
た
ち
は
ど
う

な
の
で
し
よ
う
。
い
よ
い
よ
秋

本
番
。
気
持
ち
を
切
り
替
え
て

が
ん
ぼ
り
ま
し
よ
う
（
養
）

／IV，見1弓・

　

お
お
の
城
ま
つ
り
の

饗
宴
は
終
わ
っ
た
。
そ

れ
に
し
て
も
こ
の
猛
暑

は
不
順
な
の
か
、
異
変

か
、
生
身
に
は
耐
え
ら

れ
な
い
。
暑
さ
は
必
然

水
の
連
想
を
呼
ぶ
が
、
気
に
な
っ
た
話
を
一
つ

▼
山
形
県
鶴
岡
市
か
ら
来
た
観
光
客
が
ぼ
や
い

て
い
た
。
同
市
で
は
水
道
料
を
二
度
値
上
げ
、

五
割
強
も
ア
ッ
プ
し
て
問
題
化
し
て
い
る
。
料

金
が
タ
ダ
の
自
治
体
も
あ
る
の
に
。
ま
た
上
水

道
よ
‐
ソ
地
下
水
を
多
く
利
用
し
て
い
る
著
名
な

大
野
の
存
在
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
と
▼
ぼ
や

き
つ
い
で
に
「
こ
こ
は
名
水
の
ま
ち
と
い
う
の

に
、
川
や
用
水
路
が
多
く
て
も
、
ご
み
が
流
れ

て
い
る
か
暗
渠
で
、
あ
ま
り
清
流
が
目
に
つ
か

な
い
。
似
た
よ
う
な
隣
の
岐
阜
県
の
町
々
と
比

ぺ
、
川
の
た
た
ず
ま
い
だ
け
が
ど
う
も
違
い
ま

す
ね
」
と
ち
く
り
▼
当
市
は
九
頭
竜
と
真
名
に

赤
根
な
ど
河
川
に
恵
ま
れ
た
川
の
あ
る
ま
ち
。

水
清
く
が
か
つ
て
か
ら
の
大
野
人
の
誇
り
だ
っ

た
は
ず
。
そ
れ
が
み
れ
ば
確
か
に
、
川
は
ご
み

と
汚
水
と
悪
臭
を
放
つ
流
れ
と
化
し
て
、
指
摘

ど
あ
り
か
▼
む
か
し
宮
中
に
芥
川
と
い
う
の
が

あ
っ
た
。
元
の
意
は
ご
み
や
腐
っ
た
廃
物
を
流

し
た
汚
い
川
、
つ
ま
り
排
・
下
水
路
に
あ
た
る
。

さ
て
市
内
で
は
今
、
下
水
整
備
が
課
題
だ
が
、

清
流
を
戻
し
守
る
の
も
喫
緊
だ
。
芥
川
ば
か
り

に
放
っ
て
お
い
て
、
下
流
域
に
垂
れ
流
し
て
よ

い
も
の
か
。
名
水
の
名
が
廃
る
▼
な
に
飛
騨
高

山
や
古
川
、
美
濃
郡
上
八
幡
な
ど
に
出
来
て
、

当
市
に
出
来
ぬ
は
ず
は
な
い
。
要
は
市
民
の
心

の
在
し
ソ
方
一
つ
。
美
し
い
川
に
す
る
。
か
く
て

「
水
は
さ
ら
さ
ら
と
、
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
て

ゐ
る
の
で
あ
り
ま
し
た
…
中
原
中
也
」
（
武
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
‐
1
1
）
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